
平成™š年˜—月˜›日 金曜日 第œ�œ 号官 報
一

財
団
法
人
全
国
防
犯
協
会
連
合
会
の
住
所

^

変
更
前
の
住
所

東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井
町
三

番
二
十
九
号

_

変
更
後
の
住
所

東
京
都
文
京
区
本
郷
三
丁
目
三

十
八
番
一
号

二

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る

法
律
第
三
十
二
条
の
三
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
業
を

行
う
事
務
所
の
所
在
地

^

変
更
前
の
所
在
地

東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井
町

三
番
二
十
九
号

_

変
更
後
の
所
在
地

東
京
都
文
京
区
本
郷
三
丁
目

三
十
八
番
一
号

三

変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

平
成
二
十
三
年
十
月

十
七
日

〇
金
融
庁
告
示
第
百
三
号

社
団
法
人
信
託
協
会
よ
り
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼

営
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
十
八
年
法
律
第
四
十
三
号
）

第
十
二
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
信
託
業
法
（
平
成
十

六
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
第
八
十
五
条
の
十
八
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
（
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等

に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
の
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

用
す
る
信
託
業
法
第
八
十
五
条
の
三
第
一
項
第
一
号
に
定

め
る
名
称
の
変
更
）
が
あ
っ
た
の
で
、
金
融
機
関
の
信
託

業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
の
四
に
お
い
て

準
用
す
る
信
託
業
法
第
八
十
五
条
の
十
八
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
十
四
日

金
融
庁
長
官

畑
中
龍
太
郎

一

変
更
前
の
名
称

社
団
法
人
信
託
協
会

二

変
更
後
の
名
称

一
般
社
団
法
人
信
託
協
会

三

変
更
の
年
月
日

平
成
二
十
三
年
十
月
三
日

〇
金
融
庁
告
示
第
百
四
号

社
団
法
人
信
託
協
会
よ
り
信
託
業
法
（
平
成
十
六
年
法

律
第
百
五
十
四
号
）
第
八
十
五
条
の
十
八
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
届
出
（
同
法
第
八
十
五
条
の
三
第
一
項
第
一
号
に

定
め
る
名
称
の
変
更
）
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
八
十
五

条
の
十
八
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告

す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
十
四
日

金
融
庁
長
官

畑
中
龍
太
郎

一

変
更
前
の
名
称

社
団
法
人
信
託
協
会

二

変
更
後
の
名
称

一
般
社
団
法
人
信
託
協
会

三

変
更
の
年
月
日

平
成
二
十
三
年
十
月
三
日

５

国
民
暫
定
評
議
会
に
対
し
、
自
身
の
次
の
計
画
を
実

施
す
る
こ
と
を
慫
慂
す
る
。

æ

リ
ビ
ア
の
住
民
を
保
護
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
回

復
し
、
リ
ビ
ア
の
資
金
を
透
明
性
を
も
っ
て
配
分
す

る
。

ç

人
権
及
び
国
際
人
道
法
の
更
な
る
侵
害
及
び
違
反

を
予
防
し
、
不
処
罰
を
終
わ
ら
せ
る
。

è

憲
法
に
関
す
る
合
意
及
び
自
由
か
つ
公
正
な
選
挙

の
実
施
の
た
め
に
建
設
的
か
つ
包
括
的
政
治
過
程
を

確
保
す
る
。

é

リ
ビ
ア
に
お
け
る
外
国
人
、
特
に
脅
迫
、
虐
待
又

は
拘
留
さ
れ
て
い
る
者
の
安
全
を
確
保
す
る
。

ê

携
行
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
、
小
型
武
器
の
拡
散
を
予

防
し
、
国
際
法
に
基
づ
く
リ
ビ
ア
の
軍
備
管
理
及
び

不
拡
散
の
義
務
を
履
行
す
る
。

６

移
民
労
働
者
に
対
す
る
も
の
を
含
む
報
復
活
動
を
回

避
す
る
と
の
国
民
暫
定
評
議
会
の
要
請
に
留
意
す
る
。

７

国
際
人
道
法
及
び
人
権
法
を
含
む
国
際
法
に
基
づ
く

義
務
を
遵
守
す
る
た
め
に
、
被
害
を
受
け
や
す
い
集
団

に
属
す
る
人
々
の
権
利
を
含
む
人
権
の
促
進
及
び
保
護

を
リ
ビ
ア
当
局
に
対
し
要
請
し
、
性
的
暴
力
を
含
む
違

反
に
関
し
て
責
任
を
負
う
者
が
、
国
際
的
基
準
に
基
づ

い
て
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
を
要
請
す
る
。

８

千
九
百
六
十
一
年
の
外
交
関
係
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン

条
約
に
従
っ
て
外
交
官
及
び
外
交
機
関
の
公
館
の
保
護

を
確
保
す
る
こ
と
を
リ
ビ
ア
当
局
に
対
し
強
く
要
請
す

る
。

９

こ
れ
ら
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
リ
ビ
ア
の
市
民

を
支
援
す
る
と
の
決
意
を
表
明
し
、
全
て
の
加
盟
国
に

対
し
、
リ
ビ
ア
の
市
民
を
適
切
に
支
援
す
る
こ
と
を
要

請
す
る
。

10

全
て
の
加
盟
国
に
対
し
、
リ
ビ
ア
の
国
際
的
な
義
務

に
基
づ
い
て
、
不
処
罰
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
の
リ
ビ
ア

当
局
の
努
力
に
お
い
て
リ
ビ
ア
当
局
と
緊
密
に
協
力
す

る
こ
と
を
要
請
す
る
。

11

リ
ビ
ア
当
局
に
対
し
、
国
際
法
に
基
づ
い
て
、
国
際

連
合
憲
章
に
規
定
さ
れ
た
義
務
を
含
む
リ
ビ
ア
の
国
際

的
な
義
務
を
遵
守
す
る
こ
と
を
要
請
し
、
こ
の
決
議
及

び
そ
の
他
の
関
連
す
る
決
議
並
び
に
当
該
契
約
及
び
義

務
に
適
用
可
能
な
法
に
従
い
、
リ
ビ
ア
当
局
に
対
し
現

存
の
契
約
及
び
義
務
を
尊
重
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
。

二
千
十
一
年
九
月
七
日
付
け
の
国
連
事
務
総
長
の
書
簡

（
Ｓ
／
二
〇
一
一
／
五
四
二
）
を
想
起
し
、
リ
ビ
ア
当
局

の
要
請
に
基
づ
き
、
事
務
総
長
特
別
代
表
に
よ
り
主
導
さ

れ
る
最
初
の
展
開
要
員
を
派
遣
す
る
と
の
国
連
事
務
総
長

の
意
図
を
歓
迎
し
、

二
千
十
一
年
九
月
十
四
日
付
け
マ
フ
ム
ー
ド
・
ジ
ブ

リ
ー
ル
・
リ
ビ
ア
国
民
暫
定
評
議
会
首
相
発
国
連
事
務
総

長
宛
て
書
簡
に
留
意
し
、

リ
ビ
ア
に
お
け
る
持
続
可
能
か
つ
平
和
的
な
解
決
を
見

い
だ
す
た
め
の
ア
ブ
デ
ル
・
イ
ラ
ー
ハ
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・

ア
ル
・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
国
連
事
務
総
長
リ
ビ
ア
特
使
の
努
力

に
謝
意
を
表
明
し
、

国
際
連
合
が
、
民
主
的
で
独
立
し
統
一
さ
れ
た
リ
ビ
ア

を
設
立
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
リ
ビ
ア
主
導
の
移
行
及

び
再
建
プ
ロ
セ
ス
の
支
援
に
お
け
る
国
際
社
会
の
努
力
を

主
導
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
、
こ
の
関
連
で
国

連
事
務
総
長
に
よ
る
八
月
二
十
六
日
の
地
域
機
関
ハ
イ
レ

ベ
ル
会
合
及
び
九
月
一
日
の
パ
リ
会
議
の
貢
献
を
歓
迎

し
、
ま
た
、
ア
フ
リ
カ
連
合
、
ア
ラ
ブ
連
盟
、
欧
州
連
合

及
び
イ
ス
ラ
ム
諸
国
会
議
機
構
の
努
力
を
歓
迎
し
、

リ
ビ
ア
に
お
け
る
武
器
の
拡
散
及
び
地
域
の
平
和
と
安

全
に
対
す
る
そ
の
潜
在
的
な
影
響
に
対
し
懸
念
を
表
明

し
、二

千
十
一
年
二
月
二
十
六
日
付
け
決
議
第
千
九
百
七
十

号
（
二
千
十
一
年
）
及
び
二
千
十
一
年
三
月
十
七
日
付
け

決
議
第
千
九
百
七
十
三
号
（
二
千
十
一
年
）
を
想
起
し
、

決
議
第
千
九
百
七
十
号
（
二
千
十
一
年
）
及
び
決
議
第

千
九
百
七
十
三
号
（
二
千
十
一
年
）
に
従
っ
て
凍
結
さ
れ

た
資
産
が
、
可
能
な
限
り
速
や
か
に
リ
ビ
ア
国
民
の
利
益

の
た
め
に
利
用
可
能
と
な
る
よ
う
確
保
す
る
と
の
決
定
を

想
起
し
、
決
議
第
千
九
百
七
十
号（
二
千
十
一
年
）に
従
っ

て
設
置
さ
れ
た
委
員
会
及
び
加
盟
国
に
よ
り
こ
の
関
連
で

と
ら
れ
た
措
置
を
歓
迎
し
、
こ
れ
ら
の
資
産
を
透
明
か
つ

責
任
の
あ
る
方
法
で
リ
ビ
ア
市
民
の
必
要
性
と
希
望
に

従
っ
て
利
用
可
能
に
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
、

国
際
連
合
憲
章
の
下
で
の
国
際
の
平
和
及
び
安
全
の
維

持
に
関
す
る
安
全
保
障
理
事
会
の
主
要
な
責
任
に
留
意

し
、国

際
連
合
憲
章
第
七
章
の
下
で
行
動
し
、
同
憲
章
第
四

十
一
条
に
基
づ
く
措
置
を
と
っ
て
、

１

リ
ビ
ア
に
お
け
る
進
展
に
留
意
し
、
事
態
の
改
善
を

歓
迎
し
、
リ
ビ
ア
の
安
定
を
期
待
す
る
。

２

包
括
的
で
代
表
性
の
あ
る
暫
定
リ
ビ
ア
政
府
の
設
立

を
期
待
し
、
移
行
期
の
間
、
民
主
主
義
、
良
い
統
治
、

法
の
支
配
及
び
人
権
尊
重
へ
の
約
束
に
よ
り
支
持
さ
れ

る
こ
と
の
必
要
性
を
強
調
す
る
。

３

紛
争
後
の
段
階
の
政
治
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
議
論
に

お
け
る
女
性
と
少
数
団
体
の
平
等
か
つ
完
全
な
参
加
の

促
進
の
重
要
性
を
強
調
す
る
。

４

統
一
、
国
民
和
解
及
び
正
義
を
求
め
る
国
民
暫
定
評

議
会
の
声
明
及
び
、
い
か
な
る
信
仰
や
背
景
を
も
つ
リ

ビ
ア
国
民
に
対
し
て
も
、
恣
意
的
な
抑
留
を
含
む
報
復

を
差
し
控
え
る
と
の
要
請
を
歓
迎
す
る
。

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
四
十
九
号

平
成
二
十
三
年
九
月
十
六
日
、
国
際
連
合
安
全
保
障
理

事
会
に
お
い
て
、
リ
ビ
ア
に
対
す
る
制
裁
の
一
部
を
解
除

す
る
こ
と
等
を
決
定
す
る
次
の
決
議
が
採
択
さ
れ
た
。

平
成
二
十
三
年
十
月
十
四
日

外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

藤
村

修

二
千
十
一
年
九
月
十
六
日
に
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事

会
が
そ
の
第
六
千
六
百
二
十
回
会
合
に
お
い
て
採
択
し
た

決
議
第
二
千
九
号
（
二
千
十
一
年
）

安
全
保
障
理
事
会
は
、

リ
ビ
ア
の
主
権
、
独
立
、
領
土
保
全
及
び
国
家
の
統
一

に
対
す
る
強
い
約
束
を
再
確
認
し
、

武
力
紛
争
に
お
け
る
文
民
の
保
護
に
関
す
る
決
議
第
千

六
百
七
十
四
号
（
二
千
六
年
）
及
び
第
千
八
百
九
十
四
号

（
二
千
九
年
）、
武
力
紛
争
に
お
け
る
児
童
に
関
す
る
決

議
第
千
六
百
十
二
号
（
二
千
六
年
）、
第
千
八
百
八
十
二

号
（
二
千
九
年
）
及
び
第
千
九
百
九
十
八
号
（
二
千
十
一

年
）、
並
び
に
女
性
、
平
和
及
び
安
全
に
関
す
る
決
議
第

千
三
百
二
十
五
号
（
二
千
年
）及
び
第
千
八
百
二
十
号（
二

千
八
年
）、
第
千
八
百
八
十
八
号
（
二
千
九
年
）、
第
千
八

百
八
十
九
号
（
二
千
九
年
）
及
び
第
千
九
百
六
十
号
（
二

千
十
年
）
を
再
確
認
し
、

リ
ビ
ア
に
お
け
る
事
態
を
国
際
刑
事
裁
判
所
の
検
察
官

に
付
託
す
る
と
の
理
事
会
の
決
定
、
並
び
に
人
権
侵
害
及

び
国
際
人
道
法
違
反
の
責
任
者
又
は
文
民
た
る
住
民
を
標

的
と
し
た
攻
撃
の
共
謀
者
の
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
を
確

保
す
る
た
め
の
協
力
の
重
要
性
を
想
起
し
、

不
法
な
殺
害
、
文
民
に
対
す
る
そ
の
他
の
暴
力
の
使
用

又
は
恣
意
的
な
逮
捕
及
び
抑
留
、
特
に
ア
フ
リ
カ
の
移
民

及
び
少
数
団
体
の
構
成
員
に
対
す
る
も
の
を
含
む
、
全
て

の
人
権
侵
害
及
び
国
際
人
道
法
違
反
を
強
く
非
難
し
、

さ
ら
に
、
性
的
暴
力
、
特
に
女
性
と
女
児
に
対
す
る
も

の
及
び
適
用
可
能
な
国
際
法
に
違
反
し
て
武
力
紛
争
に
お

い
て
児
童
を
徴
用
し
使
用
す
る
こ
と
を
強
く
非
難
し
、

難
民
及
び
国
内
避
難
民
の
自
発
的
か
つ
持
続
可
能
な
帰

還
が
リ
ビ
ア
に
お
け
る
平
和
の
定
着
の
た
め
に
重
要
な
要

素
と
な
る
こ
と
を
考
慮
し
、

持
続
的
な
平
和
の
確
立
に
あ
た
っ
て
、
国
家
の
オ
ー

ナ
ー
シ
ッ
プ
及
び
国
家
の
責
任
が
鍵
で
あ
る
こ
と
、
及
び

紛
争
後
の
平
和
構
築
に
関
す
る
優
先
課
題
及
び
戦
略
を
特

定
す
る
に
あ
た
っ
て
の
国
家
当
局
の
主
要
な
責
任
を
強
調

し
、
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